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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ウ
ォ
ー
シ
ッ
プ
ガ
ン
ナ
ー
２
 

蒼
き
鋼
の
少
女
達

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
７
２
７
Ｍ

【
作
者
名
】

　
榧
陸
戦
隊

【
あ
ら
す
じ
】

　
ウ
ィ
ル
キ
ア
帝
国
の
崩
壊
か
ら
一
年
後
の
１
９
４
１
年
１
２
月
、
自
国
の
超

兵
器
を
開
発
、
保
有
が
出
来
ず
に
焦
っ
た
ア
メ
リ
カ
は
、
９
．
１
１
事
件
を
口

実
に
大
戦
中
の
超
兵
器
を
保
有
し
て
い
た
日
本
帝
国
と
東
西
ル
イ
ー
ズ
王
国
に

宣
戦
布
告
を
行
い
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
。

１
９
４
２
年
、
前
大
戦
で
の
反
逆
罪
で
投
獄
さ
れ
た
赤
城
四
郎
中
佐
は
、
山
本

五
十
六
大
将
か
ら
、
海
交
警
備
会
社
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
超
兵
器
艦
で
編
成
さ
れ

た
遊
撃
部
隊
の
指
揮
を
依
頼
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
彼
ら
と
超
兵
器
の
補
助
部
品
と
し
て
生
か
さ
れ
鋼
の
運
命
を
背
負
っ
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た
少
女
達
の
航
海
が
始
ま
る
の
で
あ
っ
た
。
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第
一
話
　
帰
艦

１
９
４
１
年
１
２
月
１
日

２
３
時
４
０
分

米
国
は
、
日
本
帝
国
な
ら
び
に
東
西
ル
イ
ー
ズ
王
国
に
対
し
戦
布
告
を
お
こ
な

っ
た
。

理
由
は
、
前
大
戦
で
保
有
し
て
い
た
超
兵
器
の
引
き
渡
し
拒
否
と
ア
メ
リ
カ
の

旅
客
機
が
反
米
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
り
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
突

入
事
件
の
報
復
で
あ
っ
た
。

数
で
圧
倒
す
る
米
軍
、
し
か
し
当
初
の
予
想
は
、
裏
切
ら
れ
て
一
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
た
。

１
９
４
２
年
１
１
月
　
呉
海
軍
刑
務
所

牢
獄
の
扉
が
開
く

「
囚
人
１
２
５
番
、
赤
城
四
郎
、
面
会
だ
」

呼
ば
れ
た
男
は
、
看
守
に
付
き
添
わ
れ
面
会
室
に
入
る
。

そ
こ
に
は
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
、
山
本
五
十
六
大
将
が
い
た
。

「
長
官
！
？
」

赤
城
が
言
う
。

「
や
あ
、
赤
城
君
」

「
元
気
そ
う
だ
ね
」
山
本
が
言
う
。

「
え
え
、
お
か
げ
様
で
」

赤
城
は
、
微
笑
む
。

「
君
た
ち
、
少
し
席
を
外
し
て
く
れ
」

山
本
は
、
人
払
い
を
す
る
。

「
赤
城
君
、
今
の
対
米
戦
は
、
微
妙
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
」

「
３
月
３
日
の
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
沖
海
戦
で
勝
利
し
、
戦
線
を
サ
イ
パ
ン
ま
で
縮

小
さ
せ
た
が
我
が
国
の
工
業
力
は
、
ア
メ
リ
カ
と
は
、
比
に
な
ら
な
い
」

「
こ
の
ま
ま
で
は
、
艦
艇
と
兵
士
を
ジ
リ
貧
し
負
け
る
だ
ろ
な
」

「
海
に
戻
る
気
は
、
有
る
か
ね
？
」
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「
赤
城
中
佐
」

山
本
が
言
う
。

「
長
官
、
今
の
私
は
、
軍
籍
を
剥
奪
さ
れ
た
反
逆
者
で
す
よ
」

「
軍
令
部
の
連
中
の
事
は
、
気
に
す
る
な
」

「
君
塚
の
傀
儡
だ
っ
た
。
奴
ら
の
方
が
反
逆
者
だ
よ
」

「
そ
れ
で
も
私
は
、
多
く
の
同
胞
を
殺
し
ま
し
た
」

「
兵
た
ち
は
、
自
分
を
受
け
入
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
」
赤
城
が
言
う
。

「
そ
の
こ
と
は
、
心
配
な
い
」

「
君
に
は
、
海
交
警
備
社
の
遊
撃
部
隊
の
指
揮
を
頼
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

山
本
が
言
う
。

「
海
交
警
備
社
？
」

「
上
の
天
下
り
先
の
会
社
で
す
か
？
」

赤
城
が
尋
ね
る
。

「
バ
カ
者
、
水
交
社
と
一
緒
に
す
る
な
」

「
海
交
警
備
会
社
は
、
俺
と
米
内
さ
ん
、
井
上
君
、
伊
藤
君
、
豊
田
君
で
創
設

し
た
民
間
軍
事
会
社
だ
」

「
日
本
海
軍
と
は
、
別
の
指
揮
系
統
の
準
軍
組
織
で
ア
メ
リ
カ
が
把
握
し
て
い

な
い
勢
力
だ
」
山
本
が
言
う
。

「
ス
サ
ノ
オ
と
言
わ
れ
た
君
に
実
行
部
隊
を
率
い
て
欲
し
い
」

「
わ
か
り
ま
し
た
」

赤
城
は
、
承
諾
す
る
。

「
そ
れ
で
、
私
が
乗
艦
す
る
艦
は
、
な
ん
で
し
ょ
か
？
」
赤
城
は
、
尋
ね
る
。

「
勿
論
、
君
に
は
、
別
れ
た
妻
と
寄
り
を
戻
し
て
も
ら
う
つ
も
り
だ
」

山
本
が
言
う
。

自
分
の
あ
だ
名
は
、
ス
サ
ノ
オ
、
古
事
記
で
の
ス
サ
ノ
オ
の
妻
は
、
ク
シ
ナ
ダ

ヒ
メ
だ
。

戦
艦
ク
シ
ナ
、
自
分
が
前
大
戦
で
艦
長
を
し
て
い
た
艦
で
自
分
が
ス
サ
ノ
オ
を

と
呼
ば
れ
て
い
る
理
由
だ
。

「
今
、
ク
シ
ナ
は
、
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？
」

赤
城
が
尋
ね
る
。
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「
今
は
、
横
須
賀
の
ド
ッ
ク
で
改
装
中
だ
」

「
工
事
完
了
と
共
に
出
動
し
て
も
ら
う
」

山
本
が
言
う
。

山
本
は
、
書
類
を
出
す

「
陛
下
の
特
赦
状
と
入
社
の
手
続
き
の
書
類
だ
」

赤
城
は
、
書
類
に
サ
イ
ン
を
す
る
。

四
日
後

横
須
賀
海
軍
基
地

「
や
あ
、
待
っ
て
い
た
よ
」

「
赤
城
少
将
」

山
本
が
出
迎
え
る

「
長
官
」

「
自
分
の
階
級
、
高
す
ぎ
ま
せ
ん
か
？
」
赤
城
が
言
う
。

「
そ
れ
は
、
君
の
部
隊
が
呑
み
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
処
置
だ
よ
」

二
人
は
、
ド
ッ
ク
に
迎
う
。

「
ど
う
か
ね
？
」

「
二
年
ぶ
り
の
妻
は
？
」

山
本
が
尋
ね
る
。

「
大
分
印
象
が
変
わ
り
ま
し
た
ね
」

「
艦
橋
が
長
門
型
か
ら
改
大
和
型
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
ね
」

「
武
装
も
６
５
口
径
４
１
セ
ン
チ
三
連
装
か
ら
６
５
口
径
４
６
セ
ン
チ
連
装
」

「
両
用
砲
が
１
５
．
５
セ
ン
チ
連
装
砲
か
ら
２
５
．
５
セ
ン
チ
連
装
電
磁
砲
」

「
対
空
兵
装
も
増
設
さ
れ
て
あ
り
ま
す
ね
」

「
前
部
両
舷
に
何
か
あ
り
ま
す
ね
」

「
そ
れ
に
、
中
央
部
に
上
下
左
右
に
稼
動
す
る
二
個
の
レ
ン
ズ
の
付
い
た
小
型

の
ド
ー
ム
状
の
物
が
あ
り
ま
す
ね
」

赤
城
が
言
う
。

「
あ
れ
は
、
対
空
レ
ー
ザ
ー
機
銃
だ
」
「
高
度
５
０
０
メ
ー
ト
ル
を
マ
ッ
ハ
２

で
飛
行
す
る
航
空
機
を
１
０
０
キ
ロ
手
前
で
撃
墜
で
き
る
」

山
本
が
言
う
。
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「
レ
ー
ザ
ー
で
す
か
！
？
」

「
そ
の
よ
う
な
物
、
超
兵
器
機
関
で
も
な
い
と
」

「
ま
さ
か
？
」

「
そ
う
、
そ
の
ま
さ
か
だ
よ
」

「
赤
城
少
将
」

山
本
が
言
う
。

「
日
本
の
保
有
す
る
超
兵
器
は
、
全
て
宣
戦
布
告
直
前
に
米
海
軍
の
奇
襲
で
ト

ラ
ッ
ク
諸
島
沖
で
沈
み
」

「
機
関
も
終
戦
後
に
活
動
を
停
止
し
て
い
た
は
ず
で
は
、
な
い
の
で
す
か
？
」

赤
城
が
尋
ね
る
。

「
沈
ん
だ
の
は
、
超
兵
器
機
関
を
取
り
外
し
た
、
た
だ
の
殻
だ
」

「
こ
の
ク
シ
ナ
に
搭
載
さ
れ
た
超
兵
器
機
関
も
ア
ラ
ハ
バ
キ
級
２
番
艦
ア
マ
テ

ラ
ス
に
搭
載
さ
れ
て
い
た
一
番
機
関
が
流
利
用
さ
れ
て
い
る
」
「
ク
シ
ナ
は
、

超
兵
器
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
戦
艦
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
だ
よ
」

山
本
が
言
う
。

「
し
か
し
長
官
」

「
超
兵
器
機
関
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
動
か
す
の
で
す
か
？
」

「
マ
ス
タ
ー
シ
ッ
プ
は
、
北
極
海
で
爆
沈
し
て
い
ま
す
が
」

赤
城
が
言
う
。

「
１
９
３
０
年
、
私
が
左
遷
人
事
の
と
あ
る
研
究
機
関
に
い
た
頃
に
ウ
ィ
ル
キ

ア
か
ら
極
秘
に
、
あ
る
機
関
の
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
の
開
発
を
依
頼
さ
れ
た
」

山
本
は
、
語
り
だ
す
。

「
し
か
し
、
そ
の
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
実
用
化
は
、
大
戦
末
期
の
頃
の
ハ
ワ
イ

防
衛
戦
か
ら
だ
っ
た
」

「
そ
し
て
、
最
後
に
任
務
は
、
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
ウ
ィ
ル
キ
ア
脱
出
の

囮
に
な
る
こ
と
だ
っ
た
」
「
そ
の
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
マ
ス
タ
ー
シ
ッ
プ
が
無

く
と
も
超
兵
器
機
関
を
一
定
時
間
の
稼
動
を
可
能
に
す
る
バ
ッ
テ
リ
ー
に
も
な

る
」

「
し
か
し
そ
れ
で
は
、
シ
ュ
ル
ツ
大
佐
達
の
理
論
を
根
本
的
に
覆
す
こ
と
に
な

り
ま
す
」
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赤
城
が
言
う
。

「
君
な
ら
ど
う
す
る
ね
？
」

山
本
が
尋
ね
る
。

「
自
分
で
し
た
ら
全
て
処
分
し
ま
す
が
ね
」

赤
城
が
答
え
る
。

「
君
を
選
ん
だ
理
由
一
つ
に
は
、
そ
の
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
の
中
身
を
知
っ
た
ら
君

は
、
そ
ん
な
事
は
、
出
来
な
い
人
間
だ
か
ら
だ
」

「
二
つ
目
は
、
絶
対
な
力
を
手
に
入
れ
て
も
私
欲
に
走
ら
な
い
男
で
あ
る
こ
と
」

「
三
っ
目
は
、
高
い
指
揮
能
力
と
人
望
が
有
る
こ
と
だ
」

山
本
が
言
う
。

「
今
の
私
に
は
、
人
望
な
ん
て
有
り
ま
せ
ん
が
ね
」

赤
城
が
言
う
。

「
真
実
を
知
っ
て
い
る
者
に
は
、
有
る
さ
」
赤
城
が
尋
ね
る
。

「
中
身
を
知
っ
た
ら
と
は
、
ど
う
ゆ
う
意
味
で
す
か
？
」

「
き
た
ま
え
、
中
身
を
見
せ
よ
う
」

山
本
が
ク
シ
ナ
の
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
制
御
室
の
鍵
を
開
け
る
。

そ
こ
に
は
、
自
分
が
乗
艦
し
て
い
た
頃
に
は
、
無
か
っ
た
ユ
ニ
ッ
ト
が
増
設
さ

れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
扉
が
開
く
。

そ
こ
に
は
、
多
数
の
コ
ー
ド
が
繋
が
っ
た
椅
子
が
有
り
誰
が
座
っ
て
い
た
。

そ
こ
は
、
外
を
全
周
囲
３
６
０
度
を
見
渡
せ
る
全
周
モ
ニ
タ
ー
に
仕
切
ら
れ
て

い
る
部
屋
に
な
っ
て
い
た
。

「
調
子
の
方
は
、
ど
う
か
ね
」

「
ヤ
シ
マ
特
務
大
尉
」

山
本
が
尋
ね
る
。

「
調
子
は
、
良
好
で
す
山
本
長
官
」

そ
う
言
っ
て
被
っ
て
い
た
ヘ
ッ
ト
ギ
ア
を
外
し
た
。

赤
城
は
、
驚
い
た
。

「
こ
、
こ
れ
が
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
の
中
身
！
？
」

そ
こ
は
、
１
２
才
前
後
の
少
女
が
座
っ
て
い
た
。
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続
く
～
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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